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平成 30 年６月５日（火曜日） 

 

○出席議員（12 名） 

    議 長  恩  道  正  博 君     ６ 番  川  口  正  己 君 

    １ 番  米  田  一  香 君     ７ 番  藤  井  良  信 君 

    ２ 番  磯  貝  幸  博 君     ８ 番  北  川  悦  子 君 

    ３ 番  七  田  満  男 君     10 番  清  水  文  雄 君 

    ４ 番  太  田  臣  宣 君     11 番  中  川     達 君 

    ５ 番  生  田  勇  人 君     12 番  南     守  雄 君 

 

○欠席議員（１名） 

    ９ 番  夷  藤     満 君 

 

○説明のため出席した者

町 長 川 口 克 則 君 

副 町 長 中 山 隆 志 君 

教 育 長 久 下 恭 功 君 

総 務 部 長 長谷川   徹 君 

町 民 福 祉 部 長 瀬 戸 博 行 君 

町民福祉部担当部長 
（住民・子育て支援・環境担当） 

上 島 恵 美 君 

都 市 整 備 部 長 田 中 義 勝 君 

都市整備部担当部長 
（企画・地域振興担当） 

田 中   徹 君 

教育委員会教育部長 上 出   功 君 

消 防 本 部 消 防 長 水 野 博 幸 君 

総 務 部 総 務 課 長 中 川 裕 一 君 

総 務 部 財 政 課 長 宮 本 義 治 君 

総 務 部 税 務 課 長 出 嶋   剛 君 

総務部税務課担当課長 
兼 総 合 収 納 室 長 

神 農 孝 夫 君 

町 民 福 祉 部 
住 民 課 長 

福 島 誠 一 君 

町 民 福 祉 部 
子 育 て 支 援 課 長 

髙 平 紀 子 君 

町 民 福 祉 部 
保 険 年 金 課 長 

北 野   享 君 

町民福祉部保険年金課担当課長 
兼福祉課担当課長（保健センター担当） 

橋 本   良 君 

町 民 福 祉 部 
福 祉 課 長 

上 出 勝 浩 君 

町 民 福 祉 部 
環 境 安 全 課 長 

本   郁 夫 君 

都 市 整 備 部 
企 画 課 長 

松 井 賢 志 君 

都 市 整 備 部 
地 域 振 興 課 長 

下 村 利 郎 君 

都 市 整 備 部 
都 市 建 設 課 長 

銭 丸 弘 樹 君 

都市整備部都市建設課北部開発 
担当課長兼北部開発推進室長 

上 前 浩 和 君 

都 市 整 備 部 
上 下 水 道 課 長 

高 橋   均 君 

都 市 整 備 部 
上下水道課担当課長（水道担当） 

山 田 卓 矢 君 
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会 計 管 理 者 
兼 会 計 課 長 

若 林 優 治 君 

教 育 委 員 会 
学 校 教 育 課 長 

堀 川 竜 一 君 

教育委員会生涯学習課長 
兼男女共同参画室長 

助 田 有 二 君 

  

教育委員会生涯学習課 
担当課長兼図書館長 

中 居 洋 人 君 

消防本部消防次長 
兼 消 防 課 長 

高 道 三 春 君 

消防本部消防署長 重 島 康 人 君 

○職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長 棚 田   進 君 

事務局参事兼次長 東   康 弘 君 

事 務 局 書 記 小 坂 しおり 君 

 

○議事日程（第１号） 

  平成 30 年６月５日  午後１時 00分開議 

 日程第１ 

  会議録署名議員の指名について 

 日程第２ 

  審議期間の決定について 

 日程第３ 

  諸般の報告について 

 日程第４ 

  議案第 39号 専決処分の承認を求めることについて 

        〔平成 30 年度内灘町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）〕 

  議案第 40号 平成 30 年度内灘町一般会計補正予算（第１号） 

  議案第 41号 平成 30 年度内灘町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

  議案第 42号 内灘町税条例の一部を改正する条例について 

  議案第 43号 内灘町本社機能立地促進のための固定資産税の特例に関する条例の一部を改正 

        する条例について 

  議案第 44号 内灘町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一 

        部を改正する条例について 

  議案第 45号 財産の取得について 

        〔災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車 １台〕 

  議案第 46号 のと里山海道（主要地方道金沢田鶴浜線） 

        （仮称）白帆台インターチェンジ建設工事に関する基本協定の締結について 

  報告第１号 平成 29 年度内灘町一般会計繰越明許費繰越計算書について 

  報告第２号 平成 29 年度内灘町公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書について 

  報告第３号 内灘町土地開発公社の経営状況について 

  提案理由の説明 

 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○再開・開議 

           午後１時 00 分再開 

○議長【恩道正博君】 皆様、ご苦労さまで
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ございます。 

 傍聴の皆様には、本会議の傍聴にお越しを

いただき、まことにありがとうございます。 

 ただいまの出席議員は、12 名であります。

よって、会議の定足数に達しておりますので、

これより平成 30 年内灘町議会定例会を再開

し、直ちに６月会議を開きます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○会議録署名議員の指名 

○議長【恩道正博君】 日程第１、会議録署

名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第 120 条の規

定により、議長において、３番七田満男議員、

４番太田臣宣議員を指名いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○審議期間の決定 

○議長【恩道正博君】 日程第２、審議期間

の決定についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。今６月会議の審議期間

は、本日から６月 13 日までの９日間といた

したいと思います。これにご異議ありません

か。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【恩道正博君】 ご異議なしと認めま

す。よって、今６月会議の審議期間は、本日

から６月 13 日までの９日間と決定いたしま

した。 

 なお、会議予定につきましては、お手元に

配付いたしました案のとおりでありますので、

ご了承願います。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○諸般の報告 

○議長【恩道正博君】 日程第３、諸般の報

告を行います。 

 まず、今６月会議に説明のため説明員とし

て出席するよう地方自治法第 121 条の規定に

より要求いたしたところ、説明のため出席を

している者の職、氏名は、別紙説明員一覧表

としてお手元に配付しておきましたので、ご

了承願います。 

 なお、夷藤議員から、療養中のため、本日

の会議を欠席する旨の届け出がありましたの

で、ご了承願います。 

 次に、監査委員から平成 30 年４月分の例

月出納検査結果の報告がありましたので、写

しをお手元に配付しておきましたから、ご了

承願います。 

 次に、町長から地方自治法施行令第 146 条

第２項の規定により、報告第１号平成 29 年

度内灘町一般会計繰越明許費繰越計算書及び

報告第２号平成 29 年度内灘町公共下水道事

業特別会計繰越明許費繰越計算書について提

出があり、また、地方自治法第 243 条の３第

２項の規定により、内灘町土地開発公社の経

営状況について報告書の提出があり、報告第

３号として議案の後段に掲載してありますの

で、ご了承願います。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○議案一括上程 

○議長【恩道正博君】 日程第４、議案第

39 号専決処分の承認を求めることについて

〔平成 30 年度内灘町国民健康保険特別会計

補正予算（第１号）〕から議案第 47 号内灘

町道路線の変更についてまでの９議案を一括

して議題といたします。 

 なお、今６月会議に提出された議案につき

ましては、お手元に配付してあります議事日

程第１号に記載のとおりでありますので、ご

了承願います。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○提案理由の説明 

○議長【恩道正博君】 提出議案に関し、こ

れより町長から提案理由の説明を求めます。

川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 本日ここに、平成

30 年内灘町議会６月会議が開催されるに当

たり、本会議に提出しております議案の提案

理由並びにその概要についてご説明申し上げ

ます。議員各位並びに町民の皆様のご理解と
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ご協力を賜りたいと存じます。 

 ５月 15 日から 19 日までの５日間の日程で、

台湾の竹北市を訪問いたしました。 

 本町では、かねてより地元経済や教育、文

化など各方面における活性化を図るため、新

たな友好交流先を模索しておりました。こう

した中、ご縁がありまして、昨年９月 11 日

に竹北市から訪問団が来町し、友好交流の協

議に向けた基本合意を交わし、親交を深めて

まいりました。そして、このたび、議員各位

立ち会いのもと、５月 16 日に友好交流都市

協定の締結に至りました。 

 ここで、竹北市について少しご紹介させて

いただきます。 

 竹北市は、台湾の北西部に位置し、面積は

本町の約２倍の約 47 平方キロメートルで、

人口は近年の出生率の急増等により増加を続

け、18 万人を超え、約６倍でございます。

また、農業のほか、ＩＴ産業を主要産業とし

て目覚ましい発展を続けるなど、大変活力に

あふれた都市でございます。 

 なお、砂丘に面した海岸線に沈む夕日や風

紋などの様子は、どことなく内灘の風景と重

なり合うなど、親しみを覚えるものでござい

ます。 

 今回の協定締結を機に、今後は小・中学生

の相互交流を進めていくほか、さまざまな分

野において次の世代へと引き継いでいけるよ

う、末永くお互いの親交を深めてまいりたい

と考えております。 

 ５月 13 日、「第 30 回世界の凧の祭典」を

開催いたしました。 

 平成元年に「日本海凧揚げ大会」としてス

タートした「世界の凧の祭典」は、年を追う

ごとに国内外から多くの参加者が集まり、今

年 30回の節目を迎えました。 

 今回の大会では、国内においては、北は北

海道猿払村から南は沖縄県石垣島まで全 63

チーム、総勢約 1,800 人のご参加をいただき

ました。 

 当日は、あいにくの空模様となりましたが、

連凧やスポーツカイトなどが空高く舞い上が

っておりました。また、大凧チャレンジでは、

12 畳の大凧が見事に空に浮かび揚がり、参

加者が歓声を上げる場面もございました。 

 町内全 17 地区からの参加者を初め、国内

外の凧愛好家の方々には、雨にも負けず凧の

祭典を盛り上げていただきましたことを、こ

の場をおかりいたしまして御礼を申し上げま

す。 

 今後も、凧愛好家の参加だけでなく、県内

外から多くの方々にご来場していただき、楽

しんでいただけるよう、魅力ある大会づくり

に取り組んでまいります。 

 ５月 20 日、第９回恋人の聖地・内灘ロマ

ンチックウオークを開催いたしました。 

 当日は、さわやかな青空のもと、多くの参

加者に、内灘砂丘の高台から望む大パノラマ

を満喫しながら、気持ちよい汗を流し、ウオ

ーキングを楽しんでいただきました。 

 また、第 20 回アカシアロマンチック祭も

同時開催され、主会場のハマナスポケットパ

ークでは、文化協会による絵画や生け花、将

棋などの体験教室やフリーマーケットなどが

行われました。さらに、野外ステージでは大

正琴、フラダンスなどが披露されたほか、ニ

セアカシアの花が咲く遊歩道では写真や書道

等の作品が展示されるなど、多くの来場者の

目を楽しませておりました。 

 なお、会場では、金沢学院大学芸術学部の

学生が考案したノートやポストカードなど、

粟ケ崎遊園の関連グッズも販売されました。 

 このように、学生たちが町の歴史や文化に

興味を持ち、若い感性によりまちの魅力発信

を行っていくことは、大変喜ばしいことであ

ります。 

 今後も若い世代が、主体的にアイデアを出

し合い、また積極的に町の行事に参加するな

ど、町の活性化の原動力となることを期待す

るものであります。 
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 ５月 27 日、第 37 回内灘町海浜美化清掃を

実施いたしました。町民の皆様を初めとして、

町外からのボランティアや、各種団体・企業

の方々などのご参加により、冬期間に打ち上

げられたゴミも回収され、終了時には美しい

海岸線が姿をあらわしておりました。 

 また、前日には、内灘町出身の音楽家、北

方寛丈氏が企画した、第２回ＵＴＡＵＭＩイ

ベントも開催されました。 

 このイベントは、歌を通して内灘海岸の美

化を図ることを目的とし、ことしは北方氏が

リズムに乗って楽しく清掃作業をしてもらお

うとの思いで作り上げた「ゴミ拾い音頭」も

披露されました。 

 このようなさまざまな取り組みにより、環

境美化への意識が高まっていくことを期待す

るとともに、ふるさとの貴重な財産である美

しい内灘海岸を後世に引き継いでいかなけれ

ばならないと実感しているところでございま

す。 

 それでは、ただいまから提出議案に対する

提案理由の説明を申し上げます。 

 議案第 39 号 専決処分の承認を求めるこ

とにつきましては、地方自治法第 179 条第１

項の規定により、平成 30 年５月 25 日専決処

分した平成 30 年度内灘町国民健康保険特別

会計補正予算（第１号）について、議会の承

認を求めるものでございます。 

 補正内容といたしましては、平成 29 年度

において歳入不足となったため、地方自治法

施行令第 166 条の２の規定により、不足財源

を平成 30 年度予算から繰上充用するもので

ございます。 

 議案第 40 号 平成 30 年度内灘町一般会計

補正予算（第１号）につきましては、歳入歳

出それぞれ１億 9,620 万 8,000 円を減額し、

歳入歳出予算の総額を 94 億 6,679 万 2,000

円とするほか、債務負担行為及び地方債の補

正をあわせて計上するものでございます。 

 補正の主な内容といたしましては、総務費

関係では、職員の育児休業等に対応するため

の労働者派遣委託料及び地方税共通納税シス

テムとの連携改修に係る電算業務委託料並び

にコミュニティ助成事業の補助内示に伴う助

成金を計上いたしました。 

 民生費関係では、中学生など若年者への消

費者トラブルの未然防止のための消費者行政

推進事業費を計上いたしました。 

 土木費関係では、国の社会資本整備総合交

付金の補助内示に伴う（仮称）白帆台インタ

ーチェンジ整備事業委託料の減額及び公共下

水道事業特別会計への繰出金の増額を計上い

たしました。 

 教育費関係では、県の道徳教育推進事業推

進校、英語教育強化拠点事業推進校の指定を

受けたことに伴い、それぞれ補助金を計上い

たしました。また、第 30 回ツール・ド・の

と 400 の開催に伴う補助金を計上いたしまし

た。 

 歳入の主なものといたしましては、国の補

助内示に伴う社会資本整備総合交付金及び町

債の減額のほか、コミュニティ助成事業助成

金などを計上いたしました。 

 議案第 41 号 平成 30 年度内灘町公共下水

道事業特別会計補正予算（第１号）につきま

しては、国の補助内示に伴い、浄化センター

の設備更新等に係る委託料及び工事請負費を

計上いたしました。 

 議案第 42 号 内灘町税条例の一部を改正

する条例につきましては、地域の中小企業に

よる設備投資を後押しするため、一定の設備

投資について償却資産に係る固定資産税をゼ

ロとするものでございます。 

 議案第 43 号 内灘町本社機能立地促進の

ための固定資産税の特例に関する条例の一部

を改正する条例につきましては、地域再生法、

及び租税特別措置法の一部改正に伴い、引用

条項の整理を行うものでございます。 

 議案第 44 号 内灘町放課後児童健全育成

事業の設備及び運営に関する基準を定める条
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例の一部を改正する条例につきましては、放

課後児童支援員の資格要件に実務経験５年以

上の者などを加えるものでございます。 

 議案第 45 号 財産の取得につきましては、

災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車１台の

購入において、指名競争入札の結果、落札者

となった企業と契約を締結するため、議会の

議決を求めるものでございます。 

 議案第 46 号 のと里山海道（主要地方道

金沢田鶴浜線）（仮称）白帆台インターチェ

ンジ建設工事に関する基本協定の締結につき

ましては、当該工事の実施を石川県に委託す

るに当たり、費用負担等を定めた基本協定を

締結することについて、議会の議決を求める

ものでございます。 

 議案第 47 号 内灘町道路線の変更につき

ましては、白帆台公営住宅団地造成事業完了

に伴い、町道白帆台 61 号線の起点及び終点

をそれぞれ変更するものでございます。 

 次に、報告に関するものでございます。 

 報告第１号 平成 29 年度内灘町一般会計

繰越明許費繰越計算書及び報告第２号 平成

29 年度内灘町公共下水道事業特別会計繰越

明許費繰越計算書につきましては、それぞれ

地方自治法施行令第 146 条第２項の規定によ

り、繰越明許費繰越計算書を作成し、報告す

るものでございます。 

 報告第３号 内灘町土地開発公社の経営状

況につきましては、地方自治法第 243 条の３

第２項の規定により、出資法人の経営状況を

説明する書類として、平成 29 年度における

事業報告及び決算並びに平成 30 年度事業計

画及び予算を報告するものでございます。 

 以上、今回提出いたしました議案について

の提案理由並びにその概要でございます。何

とぞ慎重にご審議いただき、適切なるご決議

を賜りますようお願いを申し上げまして、私

の説明を終わります。 

 ご清聴ありがとうございました。 

○議長【恩道正博君】 提案理由の説明が終

わりました。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○散   会 

○議長【恩道正博君】 以上で本日の日程は

終了いたしました。 

 お諮りいたします。議案調査のため、明日

６日は休会といたしたいと思います。これに

ご異議ございませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【恩道正博君】 ご異議なしと認めま

す。よって、明日６日は休会とすることに決

定いたしました。 

 次回の本会議は７日午前 10 時から開き、

提出議案に対する質疑並びに町政に対する一

般質問を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

           午後１時 22 分散会 

 


